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うたひ鏡

凡
例

一
、
本
書
は
、『
う
た
ひ
鏡
』
の
目
録
・
奥
書
を
含
む
全
体
を
翻
刻
し
、
そ
れ
に
現
代
語
訳
と
解
説
等
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
編
の
全
三
十
条
に
つ
い
て
は
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
個
々
に
担
当
・
執
筆
し
た
。
各
条
の
末
尾
に
は
担
当
者
の
名
前
を
記
し

た
。

一
、
各
条
の
標
題
は
、
底
本
の
条
ご
と
の
題
目
に
基
づ
く
が
、
わ
か
り
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
漢
字
表
記
を
改
め
、
送
り
仮
名
を
施
す

な
ど
し
た
。

一
、
各
条
の
記
載
は
、【
翻
刻
】【
校
異
】【
現
代
語
訳
】【
解
説
】
の
順
序
を
基
本
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
【
語
釈
】
を
加
え
た
。

【
翻
刻
】

一
、『
う
た
ひ
鏡
』
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
本
書
の
底
本
に
は
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
山
内
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
高
知

本
と
略
す
）
を
用
い
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
上
巻
は
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
所
蔵
本
（
鴻
山
本
）
と
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
本
（
演
博
本
）、
下
巻
は

鴻
山
本
と
校
合
し
た
。
高
知
本
に
本
文
が
な
い
下
巻
の
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
に
つ
い
て
は
鴻
山
本
を
底
本
と
し
て
用
い

た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
底
本
の
忠
実
な
翻
刻
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
都
合
や
通
読
の
便
宜
を
考
慮
し
、
以
下
の
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方
針
に
従
っ
た
。

1　

漢
字
と
仮
名
の
別
、
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
は
底
本
の
通
り
と
し
た
。

2　

漢
字
の
異
体
字
や
旧
字
体
は
、
通
行
字
体
や
新
字
体
に
改
め
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

3　

変
体
仮
名
は
普
通
の
平
仮
名
に
改
め
、
平
仮
名
と
片
仮
名
の
別
は
底
本
の
通
り
と
し
た
。

4　

反
復
記
号
の
「
ゝ
」「
ヽ
」「
〳
〵
」
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
漢
字
の
反
復
記
号
は
「
々
」
に
改
め
た
。

5　

底
本
に
あ
る
濁
点
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、
翻
刻
者
が
濁
点
・
半
濁
点
を
補
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

6　

底
本
に
あ
る
振
り
仮
名
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。
ま
た
、
底
本
に
振
り
仮
名
が
な
い
箇
所
に
つ
い
て
も
、
翻
刻
者
が
必
要

と
判
断
し
た
場
合
は
、
対
校
本
の
振
り
仮
名
を
（　

）
に
括
っ
て
傍
記
し
た
。

7　

誤
字
・
当
て
字
は
底
本
の
通
り
と
し
た
が
、
翻
刻
者
が
正
し
い
文
字
を
判
断
で
き
る
場
合
は
「
マ
マ
」
の
後
に
そ
の
文
字

を
、
正
確
な
文
字
の
判
断
が
困
難
な
場
合
は
「
マ
マ
」
の
み
を
、（　

）
に
括
り
傍
記
し
た
。
ま
た
、
誤
入
し
た
文
字
が
あ

る
場
合
も
、
同
様
に
「
マ
マ
」
を
（　

）
に
括
っ
て
傍
記
し
た
。
な
お
、
衍
字
は
（
衍
）
と
傍
記
し
、
脱
字
は
正
し
い
と
推

測
さ
れ
る
文
字
を
（　

）
に
括
っ
て
本
文
に
入
れ
た
。

8　

校
合
の
結
果
、
対
校
本
か
ら
脱
字
・
脱
文
を
補
う
場
合
は
、（　

）
に
括
っ
て
本
文
に
挿
入
し
た
。

9　

難
読
文
字
は
□
、
綴
じ
で
見
え
な
い
箇
所
は
■
で
示
し
た
。　

10　

謡
曲
・
和
歌
の
引
用
部
分
な
ど
は
、「　

」
で
括
っ
た
。

11　

底
本
の
字
下
げ
は
、
翻
刻
に
も
反
映
さ
せ
た
。

12　

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
内
容
に
合
わ
せ
て
段
落
を
設
け
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。
な
お
、
句
読
点
を
施
す
に
あ
た
り
、

底
本
に
あ
る
句
点
の
位
置
に
は
必
ず
し
も
従
わ
な
か
っ
た
。

13　

底
本
に
あ
る
ミ
セ
ケ
チ
な
ど
の
訂
正
部
分
は
、
訂
正
後
の
本
文
の
み
を
翻
刻
し
た
。
た
だ
し
、
翻
刻
者
が
必
要
と
判
断
す
る

場
合
は
、
本
文
に
＊
を
付
し
、
翻
刻
の
末
尾
に
訂
正
の
あ
る
旨
を
注
記
し
た
。
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【
校
異
】

一
、『
う
た
ひ
鏡
』
上
巻
は
鴻
山
本
と
演
博
本
、
下
巻
は
鴻
山
本
を
対
校
本
と
し
て
用
い
、
適
宜
高
知
本
と
の
異
同
を
と
っ
た
。
異
同

は
、
以
下
の
方
針
に
従
い
、【
校
異
】
の
欄
に
掲
出
し
た
。

1　

各
条
の
冒
頭
に
、
底
本
と
対
校
本
を
示
し
た
。

2　

校
異
の
掲
出
は
、
本
文
の
異
同
箇
所
に
番
号
（
①
②
③
…
）
と
傍
線
を
付
し
、
翻
刻
の
次
に
【
校
異
】
と
し
て
示
し
た
。
そ

の
際
、
高
知
本
は
「
高
」、
鴻
山
本
は
「
鴻
」、
演
博
本
は
「
演
」
と
略
し
た
。

3　

校
異
が
な
い
場
合
は
、【
校
異
】
に
「
校
異
な
し
」
と
記
し
た
。
ま
た
、
対
校
本
が
な
い
場
合
は
、【
校
異
】
に
「
対
校
本
な

し
」
と
記
載
し
た
。

【
語
釈
】

一
、
本
文
の
解
釈
に
必
要
な
場
合
、
校
異
の
次
に
【
語
釈
】
の
項
目
を
立
て
た
。

一
、
語
釈
は
翻
刻
本
文
の
出
現
順
に
掲
載
し
た
。

【
現
代
語
訳
】

一
、
本
文
の
現
代
語
訳
を
、【
語
釈
】
の
あ
と
に
示
し
た
。

一
、翻
刻
本
文
の
理
解
に
必
要
な
情
報
を
適
宜
補
い
な
が
ら
現
代
語
訳
を
作
成
し
た
。
よ
っ
て
翻
刻
本
文
に
は
見
え
な
い
語
句
や
用
語

も
使
用
し
た
。
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【
解
説
】

一
、
翻
刻
本
文
に
関
し
て
考
察
・
検
証
し
た
内
容
を
、
現
代
語
訳
の
あ
と
に
【
解
説
】
と
し
て
示
し
た
。

一
、
参
考
文
献
の
掲
出
や
注
の
付
け
方
な
ど
は
、
個
々
の
担
当
者
が
選
択
し
た
形
式
を
尊
重
し
、
あ
え
て
統
一
は
し
な
か
っ
た
。

（
恵
阪 

悟
・
田
草
川 

み
ず
き
・
長
田 

あ
か
ね
）


